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状況に応じたサービスを提供するTask 
Computing 

Task Computing – Filling the Gap between Tasks and Services 

 
あらまし  

55, 4, 07,2004 

 
ユーザのやりたいこととしての「タスク」と実行可能な機能としての「サービス」の間

のギャップを埋める技術であるTask Computingを紹介する。 
ユーザのコンピューティング環境の変化を三つの段階，パソコン環境，モバイル環境，

ユビキタス環境としてとらえる。到来しつつあるユビキタス環境においては，「今，ここ
で」の機能を「サービス」として動的に発見し，ほかのサービスとともにユーザの「タス
ク」に構成することが最重要であり，それを可能とする技術がTask Computingである。 
本稿では，Task Computingのアーキテクチャ，その技術要素であるサービス発見，合成，

実行，生成，管理，およびユビキタス環境でのシナリオのTask Computingによる実現など
について解説する。 

 

Abstract 

Task Computing fills the gap between the tasks to be done by the user and the services 
that offer feasible functions to the user.  There are three stages in users’ computing 
environments: PC, mobile, and ubiquitous.  In the soon-to-be mainstream ubiquitous 
environment, it will be essential to dynamically find services in the environment and 
construct them into user tasks along with other services on the users’ devices and remote 
environments.  Task Computing based on Semantic Web technologies makes this possible.  
This paper describes the architecture of Task Computing and how to find, compose, execute, 
generate, and manage services that represent the functional resources of Task Computing.  
This paper also describes how Task Computing is used to implement service-task schemes in 
a ubiquitous environment. 
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表-1 ユーザのコンピューティング環境の変化 

 標語 場所の 
制約 

ユーザイン
タフェース 

主な作業の
種類 

利用する
機能 

PC環境 一人に 
1台 強い 

大画面 
キーボード 
マウス 

資料作成， 
コミュニ 
ケーション 

PC上， 
サーバ上 

モバイル
環境 

いつで 
も，ど 
こでも 

弱い 
小画面 
ペン 
音声 

コミュニ 
ケーション 

サーバ上,
ユーザ端
末上 

ユビキタ
ス環境 

今， 
ここで 弱い 同上 デバイスコ

ントロール 

環境内， 
ユーザ端 
末上 

 

Home Car Office
Navi

ISP

Elsewhere

 
図-1 ユビキタス環境 

Fig.1-Ubiquitous environments. 

ま え が き 

 Task Computing(1)-(3)とは，ユビキタス環境にお

いてユーザのやりたいこととしてのタスクと，実際

に実行可能な機能であるサービスとの間のギャップ

を埋める技術である。Task Computingは米国富士
通研究所（FLA）カレッジパーク研究所と，セマ
ンティックWeb(4)の研究で有名なメリーランド大学

のMINDSwapグループ(5)との共同研究に始まり，

現在では富士通研究所も参画するプロジェクト名で

もある。 
 まずはユーザのコンピューティング環境の変化を

表-1にあるように三つの段階に分けていくつかの面
から概観したい。 
 まずパーソナルコンピューティングを実現したパ

ソコン（以下，PC）環境がある。これにより，そ
れまでのコンピュータは巨大で，特別な部屋に鎮座

しているという概念を変え，より一歩ユーザに近づ

き，「一人に1台」という時代を実現した。作業に

は，個人やグループ用に設置されたPC上のOSやア
プリケーションなどにより与えられる機能やサーバ

上に用意された機能を利用することになる。ユーザ

は比較的大きな画面を前に，キーボードやマウスな

どで，資料作成などのかなりの集中を必要とする

作業を中心に行っていた。 
 つぎにモバイル環境の時代がやってきた。小型の

コンピュータを持ち歩き，ネットワークを経由して

サーバに接続することにより，「いつでも，どこで

も」同じ環境を使えるようになった。 
 モバイル環境でのユーザ端末のCPUパワー，メ
モリ，通信帯域などは次第にPC環境に追いつくで
あろうが，ユーザ端末の小型化のため，画面の絶対

的なサイズは小さく，入力手段もペンかダイヤル

キー程度であり，長い文書の入力は難しい。音声な

どの入出力手段も大きな位置を占めるであろう。

PC環境に比べて利用する機能の比重はサーバに移
るという違いはあるが，基本的にモバイル環境では

場所による制約をなくし，「いつでも，どこでも」

PC環境でできたことをできるようにすることを目
指してきたと言える。 
 では到来しつつあるユビキタス環境とはどのよう

なものであろうか。そこではモバイル環境の「いつ

でも，どこでも」を前提としながらも，一歩進んで

「今，ここに」いるからこそしたいことをできるよ

うにすることと考えている。「ユーザが現在いる場

所」という意味での「現場」をユーザの視点からと

らえた「今，ここで」が重要になる。図-1のように
自分の持ち物がリモート環境とだけではなく，周辺



 
状況に応じたサービスを提供するTask Computing 

378 FUJITSU.55, 4, (07,2004) 

環境と互いに連携し，「今，ここで」の環境にダイ

ナミックに適応していく。「今，ここで」使える機

能を動的に見つけ，使う。作業の内容もPC環境や
モバイル環境と質的に異なり，デバイスのコント

ロールなどに重点が移っていく。 
 ユビキタス環境で使えるインタフェースはモバイ

ル環境と同様にかなり制限されたものである。しか

し，作業の質や，それらの作業に利用する機能の数

や，どこにある機能を使うかが変わることにより，

ユーザインタフェースやコンピューティングモデル

に，より本質的な変化をもたらし，それまでのもの

とは一線を画すものになると考えている。ユビキタ

ス環境では，その名のとおりコンピューティング能

力を持った様々な機器が至る所に存在する。従来の

環境よりはるかに多い，しかも多くの場合事前には

知らなかった機器やサービスを，そのままユーザに

見せても，一般ユーザの手に余る。したがって，

ユーザの状況（コンテキスト）に合わせて情報を絞

り，ユーザが行いたいであろう「タスク」を推測し

てシステムの方から提示する必要がある。ユーザの

作業は，その上でどのデバイスを操作対象とし，ど

う組み合わせ，実行し，操作するといった粒度の大

きな指示が中心となってくる。このためPC環境や
モバイル環境でのコンピューティングモデルをその

ままユビキタス環境に持ち込んだのでは，うまくい

かない。すなわちユビキタス環境に合った新しいコ

ンピューティングモデルが必要であり，Task 
Computingこそがそれに応えるものであると著者
らは考えている。 
 本稿では，まずユビキタス環境でのIT技術の要
件を検討する。つぎにTask Computingのアーキテ
クチャを紹介し，システムがいかに動くかを，サー

ビス発見，合成，実行の流れと，動的なサービスの

生成，管理に分けて説明し，次章の最初で挙げるシ

ナリオのいくつかがどのように実現されるかを最後

に説明する。 

ユビキタス環境でのIT技術の要件 

 例えば著者らはユビキタス環境で自在に「今，こ

こで」のデバイスや機能を使って，以下のようなこ

とができるようになるべきと考えている。 
（1） 自宅で，DVDプレイヤ，TV，DVカメラ，
ホームセキュリティカメラの映像を，リビング

やキッチンのモニタに，あるいは2階の書斎の
PCに，自在に表示させる。 

（2） 自宅で，訪れている友人のコンピュータから
提供されるゴルフ場の連絡先の情報と，イン

ターネット上の天気予報の情報サービスを使い，

ゴルフ場の天気予報を目の前のモニタに表示

する。 
（3） 車中で，自分が持ち込んだPDAにある住所や
家のPCにある住所をカーナビゲーションシステ
ムに与えて経路を表示させたり，自分のデジタ

ルオーディオプレーヤにある音楽を車のカース

テレオで再生したりする。 
（4） 初めて訪れた会議室にあるプロジェクタに自
分のマシン上の発表資料を表示し，その表示を

コントロールする（もちろんビデオケーブルな

どつながずに）。 
（5） 初めて訪れた会議室にある電話で，自分のコ
ンピュータ上のPIM（Personal Information 
Manager）にある電話番号を使い，電話をか
ける。 

（6） 打合せで，あるプロジェクトのことが話題に
なり，早速，SE用にプロジェクト情報を提供す
るサービスからプロジェクト情報を取得し，そ

のプロジェクトのホームページを会議室のプロ

ジェクタに表示し，さらにそのプロジェクトの

マネージャと会議室の電話で電話会議を行う。

後で使うために，この「プロジェクト」情報を

自分のPC上に取っておく。 
 ユビキタスコンピューティング関連の研究では，

一見よくありそうなシナリオである。しかし既存の

研究では，システムをそのデモ専用に作り込んでお

り，あらかじめ想定した使い方しかできないことが

多い。そのような作りでは，新しい機能を持った機

器を追加しようとするたびに，システムを作り直さ

なければならず，変化の激しいユビキタス環境には

対応できない。では，ユビキタス環境での真のIT
技術に求められる要件はどのようなものがあるか？

著者らは以下のように考えている。 
（1） その環境で使えるデバイスなどの機能の動的
発見。すなわちユーザのクライアントデバイス

が「今，ここで」の環境を認識する。 
（2） ユーザ自身も「今，ここで」の環境の一部と
して，あるいは環境に働きかけ，環境を変える。 
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（3） それらの発見された機能とクライアントデバ
イス上の機能，リモート環境の機能を合わせ，

それらの機能をユーザのやりたいこととしての

タスクとして再構成して，その現場，「今，ここ

で」を実行できる。 
 （1）は明確であろう。「今，ここで」何が使え
るのかが分からなければ，始まらない。（2）は，
ユーザが環境を媒体としてほかのユーザとやり取り

することを可能にする。（3）における「タスクと
しての再構成」は，必ずしもシステムがすべて自動

的に行うことは考えていない。むしろユーザが積極

的に関与し，システムはその作業をサポートする形

であるべきと考えている。ユビキタス環境での制限

されたインタフェースを考えると，ユーザにいちい

ち細かい指示をさせるのではなく，ユーザには簡単

な選択だけを行ってもらうようなインタフェースが

求められると考えている。 

Task Computingのアーキテクチャ 

 前章の要件を実現するために必要なのは，徹底し

た機能の仮想化とできる限りの相互運用性

（Interoperability）の実現である。「機能の仮想
化」とは，それぞれの環境の機能をその実装と分離

し，クライアント側で仮想的に機能を自在に扱える

ようにすることである。「最大限の相互運用性」と

は，標準など事前に必要となる了解事項を最小限に

抑えつつ，できる限りいろいろな機能を使えるよう

にすることである。それらによって初めて，ユーザ

は現場での機能を使って自在にタスクを実行するこ

とができる。 
 Task Computingは，参考文献（6）や（7）など
の論文にあるような，Web，エージェント，セマン
ティックWeb，Webサービス，(8) ユビキタスコンピュー

ティングの研究を経て，ユビキタス環境での機能の

仮想化と相互運用性の実現を突き詰めていったこと

に対する，著者らの一つの答えである。 
 機能の仮想化では相互運用性を高めるために共通

の仮想化が必要である。Task Computingではすべ
ての機能を「サービス」としてとらえ，そのサービ

スの記述自体を，そのサービス自身とほぼ同等に扱

えるようにした。ここで「サービス」とは，ローカ

ルにあるいはネットワークを通じて標準を使って 
プログラムから実行可能な機能であり，Task 

Computingで主な対象としているWebサービス(7)で

いう「サービス」とほぼ同じである。また相互運用

性を実現するために必然的にTask Computingの中
では「セマンティクス（Semantics）」が重要な役
割を果たしている。「セマンティクス」とは情報あ

るいは機能のより高い相互運用性を実現するための

ものである。すなわち情報ならより多くのシステム

で使えるようにする。機能ならより多くのものとつ

なげられるようにするために使われるものである。 
ユビキタス環境での機能の仮想化と最大限の相互運

用性の実現のため，Task Computingでは以下の二
つの重要なアーキテクチャ上の決定， 
（1） すべての機能をサービスとする 
（2） セマンティックなサービス記述とサービス実
装を完全に分離する 

を行い，Task Computingを実現するためのアーキ
テクチャを図-2のようにした。以下に簡単にそれぞ
れの要素を記述する。 
（1） ユーザ 
 Task Computingでは，いつもユーザが中心にい
る。その意味は二つである。一つはユーザをサポー

トするためのシステムであり，何を行うかについて

の最終決定権はいつもユーザにある。もう一つは，

難しければ無理に自動化する必要はなく，ユーザに

システムが助けてもらえばよい。 
（2） HCI（Human-Computer Interface）レイヤ 
 いろいろなサービスをユーザに対してタスクとい

う形に仮想化し，ユーザがタスクとやり取りするこ

とを可能にする。 
（3） TC機能レイヤ 
 発見，合成，実行，保存，および生成，消去，管

理などの機能を実現するレイヤである。それらの機

能はWebサービスによってアクセスすることが可能
である。 
（4） セマンティックサービスレイヤ 
 セマンティックなサービスとして仮想化された

サービスのレイヤである。それぞれのサービスのセ

マンティックなサービス記述がこのレイヤの要素で

ある。 
（5） サービス実現レイヤ 
 OS，アプリケーション，デバイス，Webサービ
ス，Gridなど実際の機能をインプリメントしてい
るレイヤである。 
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デバイス アプリケーション e-サービス

サービス サービスサービス

セマンティックな
サービス記述

セマンティックな
サービス記述

セマンティックな
サービス記述

サービス
発見エンジン

サービス
実行/監視エンジン

サービス
合成エンジン

サービス
管理ツール

Task Computing
クライアント

アプリケーション

サービス実現
レイヤ

セマンティック
サービスレイヤ

TC 機能レイヤ

HCI レイヤ

オブジェクト

Web ベースの
TC クライアント

サービス

セマンティックな
サービス記述

Task Computing Environment

ユーザ

HCI：Human-Computer Interface，e-サービス：Webサービスなど  
図-2 Task Computingのレイヤアーキテクチャ 

Fig.2-Layered architecture of Task Computing environment. 

 前に述べたように，このアーキテクチャでは，

OS，アプリケーション，デバイス，Webサービス
などが提供するすべての機能を「サービス」として

いる。この点は徹底していて，例えばシステム中に

直接現れる「オブジェクト」はなく，「オブジェク

ト」が必要な部分には，「オブジェクト提供サービ

ス」が使われている。もちろんすべてを「サービ

ス」とすることによるオーバヘッドはあるが，すべ

てが「サービス」であることによりシステムや処理

の整合性が非常に高くなり，そのオーバヘッドを上

回るメリットがあった。 
 アーキテクチャ上の決定のもう一つ「セマン

ティックなサービス記述とサービス実装の完全な分

離」とは，ユーザがTask Computingのクライアン
トを通じて，セマンティックなサービス記述だけで

サービスに関する各種操作を行うことを可能にする

ことである。ここで「セマンティックなサービス記

述」とは，具体的にはセマンティックWeb技術の標
準の一つであるOWL-S(9)（Web Ontology Language 
for Services）によるサービスに関する説明である。
その内容はサービスの名前や機能の説明，入出力と，

内部プロセスの記述，さらにサービスの実装に関す

る情報（具体的な実装にどのように対応するのか）

などである。 
 このセマンティックなサービス記述により「サー

ビスの仮想化」が実現される。今までOS，アプリ
ケーション，デバイス，Webサービスなどにとらわ
れていた機能がこのセマンティックなサービス記述

によって，解放される。ユーザのクライアントが

サービス発見やそのほかの手段で，サービスの「セ

マンティックなサービス記述」を手に入れさえすれ

ば，ユーザはその「サービス」を自分の手元で自在

に扱うことができる。これこそがTask Computing
に大きな柔軟性と拡張性を与えたものと考えている。

この「セマンティックなサービス記述」（以下，

サービス記述）を扱い，上記の分離によるサービス

の仮想化を実現する技術がTask Computingのコア
になっている。サービス記述だけで，サービスの実

行以外のサービスに関する各種の操作（発見，フィ

ルタ，合成，保存，生成，管理など）を可能として

いる。そしてユーザが（合成した）サービスの実行

を指示すると，そのサービス記述を使って，ユーザ

の介在なくサービス実行を行う。（もちろんユーザ

入力が必要なサービスではそのための画面を表示し，

ユーザ入力を受け付ける。） 
 またTask Computingで必要とする事前の了解事
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図-3 Task Computingのクライアントのデスクトップ例 
Fig.3-Task Computing client desktop. 

 

項はユビキタス環境でサービス記述を見つけるため

のプロトコルとその記述方法だけである。これだけ

の了解事項だけで，Task Computingにより，事前
のプログラムなどなく，その場にあるデバイスなど

の機能を動的に発見し，エンドユーザは数回のマウ

スやペン操作だけで，それらをユーザ端末上のアプ

リケーションやリモート環境のWebサービスと，こ
れまた動的に組み合わせ，実行できる。さらには必

要に応じて，いろいろな手段でサービスを生成した

り，それらサービスの状態を管理し，自分がいる環

境を変えたりすることができる。 

サービス発見，合成，実行 

 この章ではTask Computingにおけるサービス発
見，合成，実行に関して説明する。 
 サービス発見の実現方法もいろいろあり得るが，

サービス発見をセマンティックレイヤに抽象化する

と，セマンティックなサービス記述を発見すること

になる。この意味で任意のサービス発見を実装する

ことができるが，現在はプライベートサービス発見

とユビキタスサービス発見の二つが実装されている。

プライベートサービスとはユーザ端末上で走ってい

るサービスであり，それらのサービスを発見するた

めに，ファイルシステムとソケットでの通知による

プライベートサービス発見を実装している。ユビキ

タスサービスは周辺の機器に存在するサービスであ

り，そのサービス発見には標準であるUPnP(10)を

使っている。サービスを見つけた段階でそれぞれ，

プライベートの場合はローカルなファイルシステム

から，ユビキタスの場合はUPnPのアクションを使
い，OWL-Sによるサービスのセマンティックな記
述を入手する。 
 サービスのサービス記述を見つけたら，サービス

あるいはタスクの実行まで，Task Computingのク
ライアントはこのサービス記述だけを使ってユーザ

の各種操作を可能にする。 
 まずは発見されたサービスをリストアップしたり，

各サービスの詳細を表示したりする。 
 しかし，それだけではユーザにとってその環境で

どのようなこと（タスク）を行うことが可能なのか

見えない。これらの機能は，その特定のユビキタス

な環境で使える機能であるということでフィルタが

かかってはいるが，それでもそれらの機能が意味な

く羅列されたままでは役に立たない。（OSやアプリ
ケーションの各種メニューの項目たちが脈絡なく並

んでいる様子を想像してほしい。）それらの機能を

エンドユーザのやりたいこととしての「タスク」と

して（ユーザも巻き込み）構成し，提示する必要が

ある。 
 Task Computingのクライアントはいろいろな方
法で，ユーザにそれらのサービスを合成したタスク

を提示したり，ユーザがタスクを作ったりすること

を可能にする。ここでセマンティクスが特に重要に

なってくる。それぞれのサービスのセマンティクス

を見ることにより，どのサービス合成が意味のある

ものか，ユーザにどのように（サービス合成として

の）タスクを提示するか，あるいはユーザがいかに

タスクを操作できるようにするかを決定することが

できる。 
 Task ComputingのクライアントであるSTEER
（Semantic Task Execution EditoR）の画面例を
図-3に示した。図-3上のSTEERは自動的に二つの
サービスから合成したタスクを表示しており，ユー
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ザが「実行」ボタンをクリックすれば，その組合せ

をすぐに実行できる。プルダウンメニューから合成

可能なほかのサービスを選択し，新たなタスクを実

行するのも簡単である。あるいは図-3の右中の別の
クライアントインタフェースでは，ユーザがインタ

ラクティブにサービス合成としてのタスクを簡単に

定義できる。ユーザがタスクの実行を指示すると，

タスクを構成する各サービスのセマンティックな

サービス記述を参照し，セマンティックなレベルの

入出力と具体的なサービスの実装（Webサービスや
UPnPアクション）へのマッピングを知り，それを
使って，つぎつぎとサービスを実行していく。 

動的なサービスの生成，管理 

 実世界のものを，すべてがサービスであるTask 
Computingの世界に自由に持ち込めるようにする
には，もの（オブジェクト）を簡単にサービス化で

きることが必要である。著者らはユーザにそのため

のいろいろな手段を提供している。White Hole
（図-3右上の渦巻き）はローカルなマシンのGUIを
通じてのサービス生成を可能にするし，Bankサー
ビスは実行されると渡されたオブジェクトを提供す

るサービスを生成し，また各種プライベートサービ

スはその実行時にユーザが選択したオブジェクトを

提供するサービス生成が可能になっている。また

ユーザがデバイスを使うことによりサービスを生成

することも可能である。（例えばスキャンした結果

のイメージを提供するサービスを生成することがで

きる。） 
 これらサービスの動的生成，管理のコアの部分は

PIPE（Pervasive Instance Provision Environment）
によって実現されている（図-3の一番下のウィンド
ウがPIPEのGUIである）。Task Computingの各種
モジュールはこのPIPEのWebサービスインタ
フェースを使って，サービスの動的生成や管理を

行っている。例えばWhite Holeに，OSのオブジェ
クト（ファイルやURL）やアプリケーションから
のオブジェクト（PIMからの予定や連絡先など）
をドラッグ＆ドロップすると，White Holeはまず
それらのオブジェクトを解析し，そのオブジェクト

の内容に基づいたセマンティックなオブジェクトを

生成する。このセマンティックなオブジェクトを

使ってPIPEのWebサービスインタフェースを呼ぶ

と，PIPEはそのオブジェクトを提供するWebサー
ビスを生成し，さらにそのWebサービスのセマン
ティックなサービス記述を生成し，プライベートや

ユビキタスなサービス発見の実装に対して新たな

サービスとして登録する。 

シナリオの実現 

 現時点のTask Computingでは，英語音声による
ものを含め7種類のクライアント，50種類以上の
サービスを実装している。さらに国際化対応済で，

8箇国語（中国語，英語，ギリシャ語，ヒンズー語，
日本語，韓国語，トルコ語，スペイン語）の言語

パッケージを用意した。さらにWindows上に
IIS，.NET，Java実行環境があれば，このすべて
（あるいは任意のコンポーネントの組合せ）をイン

ストーラにより数分でインストールし，使い始める

ことができる。またTask Computingの各種機能に
アクセスするためのWebサービスによるAPIも用意
してあり，それを使えば，自分なりのクライアント，

サービスを作成することも容易に可能である。 
 これらはもちろん実用化を目指すという目的もあ

るが，むしろユビキタス環境におけるIT技術の研
究に必須であると考えている。まずは実験を始める

ために，これらを用いて簡単に「いつでも，どこで

も」数多くのサービスからなるユビキタス環境を実

現できる。さらに，本当に使えるサービスが数多く

ある環境の中，ユーザがどのようにその環境とイン

タラクトできるのかをいろいろなクライントを実際

に作って試すことができる。 
 このTask Computingのシステムを使うと前述の
シナリオも簡単に実現される。例えば，「初めての

会議室の電話で自分のPIMにある電話番号をかけ
る」というものであれば，例えば図-3の左上の
Task ComputingのクライアントであるSTEERの
インタフェースに現れているように，ユーザがその

会議室に入り，そのネットワークにアクセスした段

階で，その会議室に提供されている「に電話をかけ

る」サービスを発見し，それが自分のマシン上の

サービス，「私の連絡先」と合成可能であることを

認識し，実行可能なタスクとして「私の連絡先に電

話をかける」があることをSTEERがユーザに提示
する。ユーザはその行の下にある「実行」ボタンを

クリックするだけで，そのサービス合成を実行し，
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実際にPIMから連絡先を選び，その電話番号を会
議室の電話機でかけることができる。 

む  す  び 

 「ユビキタス環境でのIT技術の要件」の章であ
げたシナリオはTask Computingですでに実現され
ていることのほんの一部である。 
 Task Computingはユビキタス環境だけでなく，
OS，アプリケーション，Webサービスなどが提供
する膨大な数の機能を使いこなさなければならなく

なっているモバイル環境，あるいはPC環境でのIT
技術にもやがて変革をもたらすと考えている。この

Task Computing技術の重要な点は，富士通がかか
わるであろう多くのアプリケーション領域，とくに

ユビキタス環境でのソリューションにおいて，いろ

いろなところにある各種機能を自在につなげること

を可能にすることである。サービスの仮想化により，

マシンやデバイスの境界をやすやすと越えて，エン

ドユーザ自身が機能をつなぎ合わせ，やりたいこと

としてのタスクを実行することができる。これによ

りソリューションの提供の仕方も大きく変わってく

るであろう。 
 このTask Computingによって，ユビキタス環境
のIT技術に求められる要件の多くを実現，あるい
は少なくともそのためのインフラを提供できたと考

えている。今後の課題は，標準が決まりつつある

Webサービスのセキュリティをもとにしたユビキタ
ス環境でのセキュアなサービス実行や，別の環境に

あるサービスの発見や実行を実現することなどで

ある。 
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